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間4 非密封の B'Csを使用するために,°7csの核種としての性質,化学的性質,取 り扱う上で必要と思われ
る事項について,次の I～ Ⅱの文章の|    |の 部分に入る最も適切な語句,記号又は数値を,それぞれ
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な核種として,水,土壌,作物中の濃度が測定されている。海藻や松葉試料は厠 ヒ後,甲 で測
定する。

<ア ～工の解答群>
1  235u   2 238u   3 232n   4 67cs

<A～Dの解答群>
l β+壊変  2「 壊変  3 EC壊変
6 内部転換電子  7 β線  8 高くなる
くE～ Iの解答群>
1 アルカリ土類金属  2 アルカリ金属  3 遷移金属  4
6 弱い  7 強い  8 Gc検 出器  9 液体シンチレーショ
10 表面障壁型 Si半導体検出器

5  137mBa

4 核異性体転移  5 自由電子
9 変わらない  lo低 くなる

永続平衡

ン検出器

5 化学平衡



Ⅱ 非密封の 1'Csの 入つたバイアルは,鉛製容器に入れ貯蔵室に保管する。使用する際には作業室の
フードの中で取り扱うようにし,バイアルはビンセットやトングなどを使い,直接手で扱わないよう

にする。このバイアル表面の汚染検査にはスミア法が適している。
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厚の鉛遮へい体によつて囲む。ただし,鉛の 1/10価層は2.O cmと し,バイアルでの減衰やビルドア

ップ効果は考慮しない。

また,″Qは体内に取り込まれた場合,由 して内部被ばくの原因となることが知られてい

る。使用の際には,ゴム手袋を着用するが,万一,手を汚染させた場合には,皮膚を傷つけることの

ないよら,まずはE:菫詢でょく洗う。
loo MBqの 37csの 使用後,その 1%が貯留槽に流入し,その貯留量が4m3で ぁった場合,告示

(放射線を放出する同位元素の数量等を定める件)別表第 2の第 6欄 に定められた排水中の濃度限度
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<オ ～キの解答群>
1   10     2  12     3   2.0    4  2.8     5  3.6     6  4.0     7  7.8     8   10

9  31    10  39    11  78    12  120

<J～ Lの解答群>
1 電離箱  2 Ge検 出器  3 NaI(Tl)シ ンチレーション検出器  4 骨に集積

5 甲状腺に集積  6 全身に分布  7 水  8 キレ‐ 卜化剤  9 有機溶斉1


